
写真1　本稿の例題…出力
周波数0〜160 MHzのDDS
信号発生器ボード
本稿では，3 GHzまで通用
するRF基板製作の基本テ
クニックを紹介する．RF
信号ラインはできるだけ最
短にしたり，GNDにはビ
アをたくさん設けたり，空
いているスペースはGND
エリアにしたりする

バラン

最短で配線する

特性インピーダンス
50Ωのマイクロス
トリップ・ライン

基板の空いているス
ペースはGNDパター
ンにしてインピーダ
ンスを下げる

　 ローパス・フィ
ルタ．  と  は最短配
線にしてGNDビアも
並列に設ける

LC
L C

最短で配線して寄
生成分を低減する

GNDエリアの周囲はビ
アで囲む．エリア内はた
くさんのビアを設ける
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　 本 稿 で は，写真1に 示 す DDS（Direct Digital 
Synthesizer） ICを用いた信号発生器を例に，3 GHz
まで通用するRF回路基板製作の基本テクニックを
紹介します．ここでは，わかりやすくするために
DDS ICと後段のフィルタ回路だけを取り上げまし
た．
　100 MHzを超えるRF回路基板はとても繊細です．
　配線パターンは寄生のインダクタンス成分や容量
成分をもつので，周波数が高くなると回路図で描い
たとおりの動作をしなくなる可能性があります．
GNDのインピーダンスが高くなり外部のノイズの
影響を受けやすくなったり，配線パターンの寄生成
分で回路が発振したり，反射が発生して正しく信号
が伝わらなかったりすることがあります．
　チップ部品の配置によっても回路の安定度が変化
します．
　今回紹介する基本テクニックは，USB測定器な
どを拡張するアナログ・フロンドエンド回路基板製
作やGbps超の高速ディジタル信号を扱うときにも
活用できます．� 〈編集部〉

例題基板

● 概要
　今回取り扱うDDSは，AD9951（アナログ・デバイ
セズ）という最大内部クロック周波数400 MSPS，32
ビット・チューニング・ワードのICです．
　本ICによって最大200 MHz（実用上は160 MHz）の
周波数を発生することができます．
　DDSはチューニング・ワードと呼ばれるディジタ
ル設定データをセットすることにより任意の周波数を
発生させる技術です．原理的に出力信号は多くのスプ
リアスを含むため，ローパス・フィルタが必要になり
ます．
　DDSの原理や使い方は専門書やメーカWebサイト
などを参考してください．
● 設計方針
　基板設計は次のような優先順位で行います．
（1）RF特性を最優先とする

● 部品配置のきれいさにはこだわらない
● はんだ付けがしにくくなってもよい
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